
令和７年５月 23日 

総合政策部計画推進課 

【注意喚起】 道有インフラ施設の適切な管理について 

 

昨年、道が管理する公園において、街灯が倒壊する事故が発生し、第三者被

害に繋がる恐れがあったことから、これを重く受け止めインフラ長寿命化推進

会議を開催し、注意喚起を行ったところです。 

今年３月に改訂した「北海道インフラ長寿命化計画」においても、「安全確保 

の取組を進めていく」としていることから、各施設管理者において、下記の４項 

目の対応及び「個別施設ごとの長寿命化計画」に基づき計画的な取組等を進め 

ることを改めてお願いします。 

① 定期点検等を実施し評価（診断） 

② 利用者等の安全確保 

③ 点検要領の改善検討 

④ 必要に応じて個別施設計画の見直し等 

 

５ 具体的な施策の方向性 

Ⅰ．メンテナンスサイクルの充実 

ア 点検・診断 

全ての施設について定期点検等を実施し、劣化・損傷の程度や原因等 

を把握するとともに、その進行の可能性や施設に与える影響等につい 

て評価（診断）する。 

エ 安全確保の取組 

利用者の安全確保には、メンテナンスサイクルの取組を通じて、より 

正確に施設の状態を把握することが必要です。 

引き続き、供用を休止している施設や、日常の巡視等で危険と判断し 

た施設があった場合には、速やかに立入禁止等の措置を講じるなど必 

要な対応を行い、利用者等の安全確保をより一層進めていく。 

ク 修繕・更新等 

適切な修繕・更新等を着実かつ効率的に実施するため、本計画の内容 

について反映し、これまでに蓄積されたデータを利活用するなど、メン 

テナンスサイクルを着実に継続させるとともに、必要に応じて個別施設 

計画の内容を見直す。 

 

※北海道インフラ長寿命化計画から一部抜粋 


